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研　究　題　目

上田篤志・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ペプチ
ド側鎖環化による新規二次構造の創出と制
御法の開発」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

田中正一・教授 大塚化学株式会社
非タンパク質構成アミノ酸の創製と利用に関する共同
研究

上田篤志・准教授
公益社団法人 八洲環境技術振
興財団

代表
2021年度 研究開発・調査助成「縮合剤を使
わない環境調和型ペプチドカップリング技
術の開発」

上田篤志・准教授
公益社団法人 池谷科学技術振
興財団

代表
単年度研究助成「次世代ペプチド二次構造
としてのγ-ヘリックスペプチドの開発と展
開」
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